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(57)【要約】
【課題】片手で小開口部材のロック解除と障子の閉鎖の
ためのハンドル操作とを行える。
【解決手段】障子が閉鎖位置から所定開度まで開かせる
小開口規制アーム４２に形成された開閉カム溝４５に規
制ピン４３を挿入させて障子の開閉をガイドする。小開
口規制アーム４２は障子の小開口位置で開閉カム溝４５
の終端溝部４５ｂの最奥部に規制ピン４３が係止してロ
ックする。見込み面に設けた操作レバー５０ｂを開口溝
内で下方に操作すると、解除プレート５０を介して作動
部材４８が突出して小開口規制アーム４２の下端部を押
して回動させる。小開口規制アーム４２の回動で規制ピ
ン４３が開閉カム溝４５の最奥部から外れてロックを解
除する。障子を開閉作動するハンドル３０の開放位置と
操作レバー５０ｂは近接する位置にあり、片手で操作で
きる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枠体内に障子を開閉可能に納めた建具のロック解除装置において、
　前記障子が所定開度まで開くことを許容する開口部材と、
　前記開口部材に形成されたカム溝に挿入されていて相対移動することで前記障子の開閉
をガイドすると共に前記障子の所定開度位置で前記カム溝にロックされる規制部材と、
　進退可能に設けられていてロック位置にある前記開口部材をロック位置から解除する作
動部材と、
　前記作動部材を操作して前記開口部材を前記規制部材とのロック位置から解除させる操
作部と、
　前記障子を開閉操作するハンドルと、を備えており、
　前記作動部材の操作部は前記障子の開放位置にある前記ハンドルの近傍に設置されてい
ることを特徴とする建具のロック解除装置。
【請求項２】
　前記作動部材は前記規制部材の近傍で前記開口部材を押動して前記規制部材をロック位
置から解除するようにした請求項１に記載された建具のロック解除装置。
【請求項３】
　枠体内に障子を開閉可能に納めた建具において、
　前記障子が所定開度まで開くことを許容する開口部材と、
　前記開口部材に形成されたカム溝に挿入されていて相対移動することで前記障子の開閉
をガイドすると共に前記障子の所定開度位置でロックする規制部材と、
　前記規制部材を前記カム溝から係脱するように進退可能に保持すると共に前記規制部材
を前記カム溝に係合する方向に付勢する付勢手段を備えた保持枠と、
　前記保持枠に装着した状態で前記規制部材に係合させて前記カム溝から離脱する位置に
引き出し可能としたキー部材と、
を備えたことを特徴とする建具の係脱装置。
　
　

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば縦辷り出し窓や開き窓等の開閉作動する障子を備えた建具のロック解
除装置と建具の係脱装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、障子が換気や排煙等のために所定角度だけ開くようにした開口部装置が知られて
いる。ビル等では障子が開きすぎると危険であるため所定角度だけ開くように規制してい
る。例えば特許文献１に記載された開口部装置では、躯体に固定した枠体に開閉可能な障
子が所定開度以上開くことを規制するカム溝を形成した小開口アームとカム溝に嵌入され
た規制ピンとを備えている。
【０００３】
　特許文献１に記載の開口部装置では、所定角度開いた障子が突風等で勝手に閉じたり開
いたりしないように所定角度開いた障子をロックする機構をカム溝に形成している。そし
て、小開口位置でロックされた障子を閉じる際、ロック解除のために小開口アームの支軸
近傍を押動させる作動部とこの作動部を押動させる操作スイッチを設けている。
　これにより、操作スイッチで作動部を押して小開口アームの支軸近傍を回動させて、規
制ピンをカム溝の最奥部から若干移動させることで小開口アームと規制ピンのロックを解
除している。
【０００４】
　上述した開口部装置は、支軸近傍で小開口アームを作動部で押動することで規制ピンと
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カム溝とのロックを解除するため小開口アームの移動に大きな力を必要としていた。しか
も、小開口アームには支軸の周りにロック解除と反対側に付勢するばねが装着されている
ために、小開口アームのロック解除のための回動により大きな力を必要としていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１７０１２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述した開口部装置では、一方の手でハンドルを操作して障子を開放位
置から閉鎖位置に回動させる際、他方の手で操作スイッチを操作して小開口アームのロッ
クを解除しなければならなかった。ロック解除と障子の閉鎖作動のために両手を使って操
作することは煩雑で面倒であった。
　また、障子の清掃等を行う際に障子を大きく開放させるために小開口アームのカム溝と
規制ピンとの係合を外す必要があった。また、掃除等の後に小開口アームのカム溝と規制
ピンを手作業で係合状態に戻すことが必要であり、作業が煩雑であった。
【０００７】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであって、片手で小開口部材のロック
解除と障子の開閉のためのハンドル操作とを行えるようにした建具のロック解除装置を提
供することを目的とする。
　また、本発明の他の目的は小開口部材のカム溝と規制部材との離脱と再係合の操作を容
易に行えるようにした建具の係脱装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による建具のロック解除装置は、枠体内に障子を開閉可能に納めた建具のロック
解除装置において、障子が所定開度まで開くことを許容する開口部材と、開口部材に形成
されたカム溝に挿入されていて相対移動することで障子の開閉をガイドすると共に障子の
所定開度位置でカム溝にロックされる規制部材と、進退可能に設けられていてロック位置
にある開口部材及び規制部材をロック位置から解除する作動部材と、作動部材を操作して
開口部材を前記規制部材とのロック位置から解除させる操作部と、障子を開閉操作するハ
ンドルとを備えており、作動部材の操作部は障子の開放位置にあるハンドルの近傍に設置
されていることを特徴とする。
　本発明によれば、障子が所定開度まで開いた状態で作動部材の操作部が障子のハンドル
の近傍に設置されているため、操作者はハンドルを片手で把持しながらその手で操作部を
操作することができるため、操作部を操作して作動部材を作動させて開口部材を規制部材
とのロック位置から解除させると共にハンドルを操作して障子を閉鎖させることができる
。
【０００９】
　また、作動部材は規制部材の近傍で開口部材を押動して規制部材をロック位置から解除
するようにしてもよい。
　開口部材を回動させる支軸から離れた規制部材の近傍でロック位置から作動部材で押動
することで開口部材のロックを解除するため、小さな力で開口部材を作動させることがで
きる。
【００１０】
　本発明による建具の係脱装置は、枠体内に障子を開閉可能に納めた建具において、障子
が所定開度まで開くことを許容する開口部材と、開口部材に形成されたカム溝に挿入され
ていて相対移動することで障子の開閉をガイドすると共に障子の所定開度位置でロックす
る規制部材と、規制部材をカム溝から係脱するように進退可能に保持すると共に規制部材
をカム溝に係合する方向に付勢する付勢手段を備えた保持枠と、保持枠に装着した状態で
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規制部材に係合させてカム溝から離脱する位置に引き出し可能としたキー部材と、を備え
たことを特徴とする。
　本発明では、キー部材を保持枠に装着して規制部材を引き出してカム溝から離脱させる
ことで障子を所定角度より大きく開放できて清掃等の作業を行うことができ、そしてキー
部材を離すことで規制部材は付勢手段によって戻されてカム溝内に係合することができる
ため、カム溝と規制部材との係脱操作を容易に行うことができる。
　なお、ロック解除装置と係脱装置は共に建具に備えられていてもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明による建具のロック解除装置は、障子が所定開度開いた状態で操作者は片手だけ
でハンドルを把持しながら操作部を操作することができる。そのため、片手で、操作部を
操作して開口部材を規制部材とのロック位置から解除させると共にハンドルを操作して障
子を閉鎖させることができる。
【００１２】
　また、本発明による建具の係脱装置は、キー部材を保持枠に装着して規制部材をカム溝
から離脱させることで掃除等のために障子を所定角度より大きく開放作動することが可能
である上に、キー部材を離すことで規制部材を付勢手段によってカム溝に係合する位置に
戻すことができるため、カム溝と規制部材との係脱操作が容易である。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態による縦辷り出し窓の要部縦断面図である。
【図２】図１に示す縦辷り出し窓の要部水平断面図である。
【図３】金属縦框の見込み面に設けたハンドルを示す正面図である。
【図４】図３の金属縦框におけるＡ－Ａ線断面図を示すものであり、（ａ）はハンドル操
作前の障子の閉鎖位置を示す図、（ｂ）はハンドル操作後の障子の開放位置を示す図であ
る。
【図５】閉鎖位置と開放位置における小開口規制アームの位置と開放位置の金属縦框とを
示す模式図である。
【図６】金属縦框における見込み面と反対側の面に設けたスライドバーの要部を示す図で
ある。
【図７】金属縦框に設けたスライドバーの穴部及びトリガー部材と縦枠に設けた受け部と
を示すロック装置の分解説明図である。
【図８】スライドバーの穴部とトリガー部材の進退位置を示す図であり、（ａ）はハンド
ルの閉鎖位置における穴部とトリガー部材の要部斜視図、（ｂ）はハンドルの開放位置に
おける穴部とトリガー部材の要部斜視図である。
【図９】キー部材の正面図である。
【図１０】キー部を作動部材の保持枠の嵌合溝に挿入した状態を示す断面図と９０度異な
る角度の断面図を示すものであり、（ａ）はキー部材を保持枠に差し込んだ状態の図、（
ｂ）はキー部材を９０度回転させた状態の図、（ｃ）はキー部材を引き込んだ状態の図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態による建具の一例として縦辷り出し窓について添付図面により
説明する。
　本発明の実施形態による縦辷り出し窓１は障子の開放位置を所定角度の小開口に制限す
る小開口制限機構を備えている。この縦辷り出し窓１は、例えばアルミ合金等の金属部材
と樹脂部材の複合建具からなっているが、金属部材製の建具や樹脂部材製の建具でもよい
。
　図１及び図２に示す縦辷り出し窓１は、躯体の開口部にそれぞれアルミ合金及び合成樹
脂からなる上枠３及び下枠４と左右の縦枠５、６とが四角形枠状に形成された枠体７を取
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り付けている。
【００１５】
　枠体７内に開閉可能に納めた障子９は、それぞれアルミ合金と樹脂からなる上框１０及
び下框１１と左右の縦框１２，１３とが略四角形枠状に形成された框体１４を有している
。框体１４の内部にはパネルとして例えば二層ガラス等の複層ガラスからなるガラスパネ
ル１５を納めている。障子９の吊元は枠体７の見付け方向の一端部である縦枠６近傍に設
けられ、その軸線は上下方向に延びて上枠３と下枠４に支持されている。
【００１６】
　図１に示す縦辷り出し窓１の縦断面図において、枠体７の上枠３は屋外側に設けたアル
ミ合金からなる金属上枠３ａと屋内側に設けた樹脂上枠３ｂとが互いに係合されている。
下枠４は屋外側に設けたアルミ合金からなる金属下枠４ａと屋内側に設けた樹脂下枠４ｂ
とが互いに係合されている。
　図２に示す横断面図において、吊先側（図２において左側）に設けた縦枠５は屋外側に
設けたアルミ合金からなる金属縦枠５ａと屋内側に設けた樹脂縦枠５ｂとが互いに係合さ
れている。吊元側（図２において右側）に設けた縦枠６は屋外側に設けたアルミ合金から
なる金属縦枠６ａと屋内側に設けた樹脂縦枠６ｂとが互いに係合されている。
【００１７】
　枠体７に納められた障子９の框体１４はそれぞれ屋外側に設けたアルミ合金からなる金
属上框１７及び金属下框１８と左右の金属縦框１９，２０とで四角形枠状に形成されてい
る。図１に示す金属上框１７と金属下框１８にはガラスパネル１５の上端部と下端部を嵌
合するための断面略Ｌ字状のパネル嵌合溝１７ａ、１８ａが形成され、それぞれパッキン
２２によってガラスパネル１５の上端部と下端部の両面を保持している。
　金属上框１７と金属下框１８に形成したパネル嵌合溝１７ａ、１８ａの屋内側にはパッ
キン２２を介してガラスパネル１５の屋内側の側面を押圧保持するための上部押縁２４、
下部押縁２５がそれぞれ取り付けられている。
【００１８】
　上部押縁２４は互いに係合する金属押縁片２４ａと樹脂押縁片２４ｂとが一体化されて
いる。金属押縁片２４ａはパッキン２２を介してガラスパネル１５を押圧し、パネル嵌合
溝１７ａと共に断面略コの字状を形成してガラスパネル１５を保持する。同様に下部押縁
２５も金属押縁片２５ａと樹脂押縁片２５ｂが互いに係合して一体化されている。パネル
嵌合溝１８ａと金属押縁片２５ａとで断面略コの字状とされてガラスパネル１５を保持す
る。そのため、上框１０は金属上框１７と上部押縁２４で構成され、下框１１は金属下框
１８と下部押縁２５で構成されている。
【００１９】
　図２において、左側の金属縦框１９にはガラスパネル１５の左側端部を受けるための断
面略コの字状のパネル嵌合溝１９ａが形成され、パッキン２２を介してガラスパネル１５
の左側端部の両面を保持している。
　右側の金属縦框２０にはガラスパネル１５の右側端部を嵌合するための断面略Ｌ字状の
パネル嵌合溝２０ａが形成され、パッキン２２によってガラスパネル１５の右側端部の両
面を保持している。金属縦框２０に形成した断面略Ｌ字状のパネル嵌合溝２０ａの屋内側
にはパッキン２２を介してガラスパネル１５を押圧保持するための縦部押縁２８が取り付
けられている。
　この縦部押縁２８も金属押縁片２８ａと樹脂押縁片２８ｂが互いに係合して一体化され
ている。パネル嵌合溝２０ａと金属押縁片２８ａとで断面略コの字状とされてガラスパネ
ル１５を保持する。
【００２０】
　図２で、左側の金属縦框１９に形成した断面略コの字状のパネル嵌合溝１９ａの屋内側
には複数のホロー部を有する金属縦框１９が平面視略Ｌ字状に屈曲して延びてハンドル受
け部１９ｂが形成されている。このハンドル受け部１９ｂの見込み面１９ｂａにはグレモ
ン錠のハンドル３０が取り付けられている。ハンドル受け部１９ｂには見込み面１９ｂａ



(6) JP 2017-179901 A 2017.10.5

10

20

30

40

50

を除いて屋内側見付け面を覆う樹脂縦框２７が係合されている。
【００２１】
　図３は吊先側の縦框１２におけるハンドル受け部１９ｂの正面図であり、図４（ａ）、
（ｂ）は図３における金属縦框１９のＡ－Ａ線断面図である。なお、図４において図２に
示すハンドル受け部１９ｂの肉厚部分は省略されている。図２及び図４に示す金属縦框１
９において、屋内側に設けたハンドル受け部１９ｂの見込み面１９ｂａ側に上下方向に延
びる略四角形筒状をなす中空ホロー部３２と中空枠部３３とが配列されている。
　中空枠部３３は図２及び図４に示すように金属縦框１９の断面略コの字状の枠部１９ｃ
に断面略コの字状のスライドバー３１が対向して摺動可能に嵌合されて中空に構成されて
いる。スライドバー３１のハンドル３０に対向する位置には断面略コの字状のスライダー
３４が嵌合されて中空に構成されている。スライダー３４については後述する。
　なお、金属縦框１９において、ハンドル３０側に設置された中空ホロー部３２は室内側
に連通して内圧で満たされた内圧空間Ｐを形成し、中空枠部３３は縦枠５に連通して外気
で満たされた外圧空間Ｑを形成している。
【００２２】
　図４において、ハンドル３０は操作部３０ａに対して屈曲する基部３０ｂを備えており
、中空ホロー部３２内に設けた基板３６にはハンドル３０を上下方向に回動可能に支持す
る支軸３７が基部３０ｂの先端部３０ｃに設置されている。ハンドル３０は支軸３７を中
心に上下方向に回動可能であり、ハンドル受け部１９ｂの見込み面１９ｂａにはハンドル
３０の回動を許容する開口部３８が形成されている。開口部３８は断面ラッパ状に形成さ
れており、ハンドル３０は開口部３８の範囲で回動可能である。
【００２３】
　ハンドル３０に形成された先端部３０ｃは、中空ホロー部３２から枠部１９ｃに形成し
た挿通穴部１９ｄを通って中空枠部３３内に突出している。
　また、中空ホロー部３２はハンドル３０の取付部に設けた開口部３８を通して室内側に
連通しており、しかもその上下端部が図示しないシール部材で気密にシールされるか金属
上框１７と金属下框１８の面に当接していること等で屋内側空気の圧力で満たされた内圧
空間Ｐに保持される。
【００２４】
　スライダー３４は枠部１９ｃ内をスライドバー３１と一体に摺動可能であり、その上下
方向の中央部には、ハンドル３０の先端部３０ｃを受け入れる凹部を形成した連動突部３
４ａが突出形成されている。そのため、ハンドル３０を回動させると先端部３０ｃで係合
する連動突部３４ａを介してスライダー３４がスライドバー３１と一体に連動して上下動
する。しかも、先端部３０ｃを挟むスライダー３４の上下両側には枠部１９ｃを封止する
気密ピース４０がそれぞれ取り付けられている、気密ピース４０は例えばスポンジやゴム
等の弾性体で構成されている。
　また、中空枠部３３内にはハンドル３０で解錠操作するグレモン錠の連動棒(図示せず)
が挿通され、この連動棒にスライダー３４及び一対の気密ピース４０を連結して一体化し
てもよい。
【００２５】
　枠部１９ｃとスライドバー３１を備えた中空枠部３３は外圧空間Ｑを形成するが、スラ
イダー３４とその上下の気密ピース４０と枠部１９ｃで囲われた領域はハンドル３０の先
端部３０ｃが挿通している挿通穴部１９ｄを通して中空ホロー部３２と屋内に連通する内
圧空間Ｐａを形成している。この場合、スライダー３４で形成する内圧空間Ｐａは厳密に
屋内側の気圧である必要はなく外気が混入した内圧と外圧の中間の圧力であってもよい。
中空ホロー部３２内の内圧空間Ｐも同様である。また、内圧空間Ｐａと内圧空間Ｐはほぼ
同一圧力であり外気の圧力より小さい。
　また、金属縦框１９のスライダー３４の上方には、後述する小開口規制アーム４２の開
閉カム溝４５に摺動可能に嵌合して障子９の閉鎖位置と開放位置を規制する規制部材とし
て規制ピン４３が設置されている。
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【００２６】
　図５において、吊先側の縦框１２の枠部１９ｃに対向する金属縦枠５ａには回転軸４４
が植設され、この回転軸４４には障子９の開放角度を規制する開口部材として小開口規制
アーム４２が回動可能に支持されている。回転軸４４と小開口規制アーム４２には小開口
規制アーム４２を実線で示す垂直位置に付勢するばね４１が取り付けられている。
　小開口規制アーム４２には規制ピン４３を嵌合させる開閉カム溝４５が形成されている
。開閉カム溝４５は例えば略逆Ｚ型に形成されており、規制ピン４３が上側の拡幅溝４５
ａ内に位置する場合には障子９は閉鎖位置にあり、下端の終端溝部４５ｂに位置する場合
には障子９は所定の小開口位置にある。小開口規制機構は小開口規制アーム４２と規制ピ
ン４３とを備えている。
【００２７】
　障子９が小開口位置に開口した状態で規制ピン４３が開閉カム溝４５の下端の終端溝部
４５ｂにおける最奥部に位置すると障子９はロック状態に保持される。この状態で小開口
規制アーム４２は一点鎖線で示すように斜めに保持されるため規制ピン４３が最奥部から
開閉カム溝４５の終端溝部４５ｂ内を移動したりすることなく保持される。ハンドル３０
を動かしたり強風等が障子９に吹き付けたりしたとしてもずれたり回動したりすることは
ない。
【００２８】
　また、図４（ａ）及び（ｂ）において、吊先側の金属縦框１９におけるスライダー３４
と規制ピン４３の間には、中空ホロー部３２の長手方向に直交する方向に進退可能な作動
部材４８が中空ホロー部３２に設置されている。作動部材４８は規制ピン４３の近傍に位
置する。この作動部材４８の側部には作動ピン４９が突出している。作動部材４８は枠部
１９ｃとスライドバー３１に形成された開口を通して中空枠部３３の外側に突出可能であ
る。
　作動部材４８の側部には解除プレート５０が昇降可能に取り付けられ、この解除プレー
ト５０に形成した斜め方向の摺動ガイド溝５０ａには作動ピン４９が摺動可能に嵌合して
いる。しかも、解除プレート５０には弾性部材としてコイルばね５２が取り付けられてい
て解除プレート５０を上方位置に付勢している。
【００２９】
　解除プレート５０には操作レバー５０ｂが形成され、操作レバー５０ｂはハンドル受け
部１９ｂの見込み面１９ｂａに形成された開口溝５１内から突出して手動で上下動可能と
されている。操作レバー５０ｂは摺動ガイド溝５０ａと作動ピン４９によって、開口溝５
１の上端位置で作動部材４８を後退位置に保持している（図４（ａ）参照）。開口溝５１
の下端位置で作動部材４８を小開口規制アーム４２の下部と干渉する位置に突出させる（
図４（ｂ）参照）。
【００３０】
　また、開口溝５１の上端位置にある操作レバー５０ｂは、上方位置に回動させたハンド
ル３０の近傍に位置している。そのため、操作者は片手でハンドル３０を把持しながら操
作レバー５０ｂを開口溝５１の上端位置から下端位置まで押し下げ可能である。操作レバ
ー５０ｂが開口溝５１の下端位置にあると作動部材４８は前方に突出してその先端テーパ
部４８ａが小開口位置でロックされた小開口規制アーム４２の下端部をわずかに押動する
。これによって、規制ピン４３は開閉カム溝４５の終端溝部４５ｂの最奥部から離れてロ
ック位置を外れる。この状態で障子９を閉鎖作動することができる。
　これら作動部材４８、操作レバー５０ｂ、小開口規制アーム４２等はロック解除装置を
構成する。
【００３１】
　図４（ａ）に示すハンドル３０の降下位置で障子９が閉鎖位置にあり、図４（ｂ）に示
すハンドル３０の上方位置で障子９が開放可能位置にある。
　そのため、図４（ａ）において、ハンドル３０を降下位置から図４（ｂ）に示す上昇位
置に回動させると、ハンドル３０の先端部３０ｃが下方に回動して先端部３０ｃに係合す
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るスライダー３４がスライドバー３１と一体に下方に移動する。
【００３２】
　図４、図６乃至図８において、スライドバー３１におけるスライダー３４の下方側には
略鍵穴型の穴部５５が形成されており、この穴部５５の裏側（見込み面１９ｂａ側）には
穴部５５に進退可能なトリガー部材５６が設置されている。穴部５５はスライダー３４に
近い側が正方形に近い略四角形状の拡幅穴部５５ａであり、その下側中央に細溝状の縮幅
穴部５５ｂが連通して一体に形成されている。
　そしてトリガー部材５６は先端側に縮幅穴部５５ｂに嵌入可能な略板状の縮幅凸部５６
ａが形成され、その後部には拡幅穴部５５ａに嵌入可能な拡幅凸部５６ｂが一体形成され
ている。トリガー部材５６の後部には略柱状の凹溝５７が形成されている。この凹溝５７
内に弾性体として圧縮状態のコイルばね５８が装着されているため、トリガー部材５６は
スライドバー３１の穴部５５に嵌入する方向に付勢されている。
【００３３】
　そして、ハンドル３０が下方位置にある場合、スライドバー３１は図４（ａ）に示す上
方位置(基準位置)にあり、図８（ａ）に示すように穴部５５の縮幅穴部５５ｂがトリガー
部材５６の縮幅凸部５６ａに対向する位置にあるため、縮幅凸部５６ａが嵌入する。また
、ハンドル３０を図４（ｂ）に示す上方位置に回動させると、スライドバー３１は下方位
置に降下する。そのため、図８（ｂ）に示すように穴部５５の拡幅穴部５５ａがトリガー
部材５６の縮幅凸部５６ａに対向する位置にあるため、縮幅凸部５６ａと拡幅凸部５６ｂ
が拡幅穴部５５ａに嵌合する。
　しかも、トリガー部材５６の拡幅凸部５６ｂが穴部５５の拡幅穴部５５ａ内に嵌入して
いるとスライドバー３１は下方位置から移動できないため、ハンドル３０は上方位置に保
持される。
【００３４】
　また、図４及び図７において、吊先側の縦框１２に対向する縦枠５の金属縦枠５ａには
、金属縦框１９に設置されたトリガー部材５６に対向する位置にトリガー受け部６０が固
定されている。トリガー受け部６０はトリガー部材５６の縮幅凸部５６ａに対向する面に
テーパ面６０ａが形成されている。テーパ面６０ａは屋外側から屋内側に向けて次第に肉
厚が増大するようにトリガー部材５６側に傾斜している。
　そのため、図８（ｂ）に示すように障子９の開放位置でスライドバー３１の穴部５５の
拡幅穴部５５ａにトリガー部材５６の拡幅凸部５６ｂが嵌合した状態で、障子９を図７の
矢印Ａ方向に閉鎖作動させると、縮幅凸部５６ａがトリガー受け部６０のテーパ面６０ａ
に当接して次第に後退して拡幅凸部５６ｂが拡幅穴部５５ａから外れるため、スライドバ
ー３１が上方移動可能となる。
　なお。縦框１２に設けたスライドバー３１に形成した穴部５５とトリガー部材５６と縦
枠５に設けたトリガー受け部６０はロック装置を構成する。
【００３５】
　また、図４及び図１０に示すように、規制ピン４３は略有底筒状の保持枠６３内に保持
されており、その底部はハンドル受け部１９ｂの見込み面１９ｂａに規制ピン調整部６４
として露出している。この規制ピン調整部６４には薄板状で前後に延びる嵌合溝６４ａが
形成されている。嵌合溝６４ａには図９に示すキー部材６５が挿入可能とされている。キ
ー部材６５は拡径した拡径キー部６５ａとその基端側に形成されていて階段状に拡径され
た支持部６５ｂとを有している。
　また、図１０に示す保持枠６３は略筒状であり、規制ピン４３の基部は細径部４３ａを
介して拡径柱状の本体部４３ｂを有しており、本体部４３ｂは保持枠６３の内部に進退可
能に嵌挿されている。本体部４３ｂの基部は規制ピン調整部６４に装着された進退受け部
６７に装着され、本体部４３ｂに対して進退受け部６７が例えば略９０度回転可能とされ
ている。進退受け部６７には規制ピン調整部６４との間に付勢手段としてのコイルばね６
８が圧縮状態で装着されており、進退受け部６７は例えば略９０度回転可能とされている
。
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【００３６】
　規制ピン４３の本体部４３ｂ内には保持枠６３の内面に対向して形成された小幅の溝部
６３ａに嵌挿された軸体６９が装着され、その後方には軸体６９に平行な貫通孔７０と受
け面７０ａが形成されている。規制ピン４３は保持枠６３に対して軸体６９と溝部６３ａ
にガイドされて直線的に進退可能とされている。また、規制ピン調整部６４に形成された
嵌合溝６４ａは受け面７０ａを介して貫通孔７０まで連通している。
【００３７】
　そして、規制ピン調整部６４から嵌合溝６４ａにキー部材６５の拡径キー部６５ａを挿
入した後、図１０（ｂ）に示すように、キー部材６５を貫通孔７０内で９０度回転させる
。すると、進退受け部６７はキー部材６５と共に回転するが、本体部４３ｂの受け面７０
ａは回転しない。そのため、嵌合溝６４ａは受け面７０ａと進退受け部６７とで略９０度
ずれることになる。
　そして、キー部材６５を引き込むと、拡径キー部６５ａは貫通孔７０の受け面７０ａに
当接して本体部４３ｂを含む規制ピン４３が保持枠６３側に引き込まれ、規制ピン４３は
小開口規制アーム４２の開閉カム溝４５から外れる。この状態で、障子９は小開口の所定
角度を超えて任意の角度、例えば９０度まで開放できる。
【００３８】
　また、規制ピン４３は開閉カム溝４５を外れた後退位置からキー部材６５を離すと、コ
イルばね６８の付勢力で規制ピン４３は進退受け部６７と共に前方に突出して開閉カム溝
４５に挿入されることになる。規制ピン４３を開閉カム溝４５に再度挿入させるには障子
９を所定角度の小開口位置に戻すか、あるいは障子９を閉鎖位置に戻すことが好ましい。
　このようなキー部材６５、進退受け部６７、嵌合溝６４ａ、保持枠６３、規制ピン４３
、小開口規制アーム４２等は係脱装置を構成する。
【００３９】
　本実施形態による縦辷り出し窓１は上述の構成を備えており、次にその作用を説明する
。
　図４（ａ）に示すように、障子９を閉鎖させた状態でハンドル３０は下方に位置してお
り、スライドバー３１は上方位置(基準位置)にある。そのため、図８（ａ）に示すように
、穴部５５の下側の縮幅穴部５５ｂにトリガー部材５６の縮幅凸部５６ａがコイルばね５
８の付勢力で嵌入して拡幅凸部５６ｂで停止している。この状態で小開口規制アーム４２
は図５で実線で示す閉鎖位置に垂下している。
【００４０】
　この状態から、図４（ｂ）に示すように障子９を開放させるためにハンドル３０を上方
に回動させる。すると、ハンドル３０の連動棒は上枠３及び下枠４から後退し、先端部３
０ｃに押されてスライダー３４が下方に連動させられ、スライドバー３１と一体に下方位
置に移動する。これによって、図８（ｂ）に示すように、穴部５５がトリガー部材５６の
縮幅凸部５６ａに沿って降下し、縮幅凸部５６ａが拡幅穴部５５ａの位置に至る。そのた
め、トリガー部材５６はコイルばね５８の付勢力で前進し、拡幅凸部５６ｂが拡幅穴部５
５ａ内に嵌合する。
　これによって、スライドバー３１は下方位置で固定保持され、ハンドル３０も図４（ｂ
）に示す上方位置に固定保持される。
【００４１】
　そして、障子９を開放作動させると、図５に示すように、障子９に設けた規制ピン４３
で開閉カム溝４５に沿って摺動しながら小開口規制アーム４２を押して回転軸４４周りに
回動させて障子９を小開口位置まで開放作動させる。小開口位置で規制ピン４３は開閉カ
ム溝４５の下方の終端溝部４５ｂの最奥部でロックされる。この小開口位置で障子９は保
持され、閉鎖方向に戻ることはできない。
【００４２】
　次に障子９を閉鎖させるために、ハンドル３０を握る片手で握ると共にその手の指で解
除プレート５０の操作レバー５０ｂを開口溝５１内で下方に降下させる。解除プレート５
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０の降下に従って作動ピン４９が摺動ガイド溝５０ａに沿って移動して作動部材４８を突
出させる。そして、図５に示すように、作動部材４８は小開口規制アーム４２の下端部を
押すことで小開口規制アーム４２をロック状態の一点鎖線位置からロック解除された二点
鎖線位置に移動させ、規制ピン４３を開閉カム溝４５の終端溝部４５ｂの最奥部からずら
す。
　これによって規制ピン４３が開閉カム溝４５のロック位置から外れ、障子９を閉鎖作動
させることができる。連動棒はハンドル３０がトリガー部材５６と穴部５５によってロッ
クされているため、障子９の開閉操作の間、引っ込んだ状態に保持される。
【００４３】
　障子９が閉鎖作動で枠体７の縦枠５の近傍に至ると、スライドバー３１の穴部５５から
突出しているトリガー部材５６は先端の拡幅凸部５６ｂが金属縦枠５ａに設けたトリガー
受け部６０のテーパ面６０ａに当接する。更に障子９を閉鎖作動させるとテーパ面６０ａ
で押されたトリガー部材５６はコイルばね５８の付勢力に抗して後退し、拡幅凸部５６ｂ
が穴部５５の拡幅穴部５５ａから外れることでロックが外れ、障子９は閉鎖位置に至る。
　これにより、ハンドル３０を上昇位置から下方に回動させることでスライドバー３１が
上昇し、連動棒も上下方向に突出して上枠３と下枠４に係止する。こうして障子９の開閉
作動を行える。
【００４４】
　次に障子９を掃除等するために小開口位置から更に大きく開放させて例えば９０度の角
度に開放させる。そのため、小開口位置にある障子９に対して、図１０（ａ）に示すよう
に、ハンドル受け部１９ｂの見込み面１９ｂａに設けた規制ピン調整部６４の嵌合溝６４
ａにキー部材６５を挿入する。
　キー部材６５の拡径キー部６５ａが本体部４３ｂの貫通孔７０の内壁に当接した後、図
１０（ｂ）に示すようにキー部材６５を嵌合溝６４ａで進退受け部６７と共に９０度回転
させる。この場合、本体部４３ｂは回動しないため、嵌合溝６４ａは受け面７０ａと進退
受け部６７とで角度が略９０度異なる。
【００４５】
　そして、引き出し方向にキー部材６５を引っ張ると拡径キー部６５ａは貫通孔７０の受
け面７０ａに当接して本体部４３ｂをコイルばね６８の付勢力に抗して引き込む。これに
よって、図１０（ｃ）に示すように、本体部４３ｂを有する規制ピン４３も引き込まれて
小開口規制アーム４２の開閉カム溝４５から外れる。この状態で障子９を小開口位置から
更に開放作動できる。そして、障子９を例えば９０度開放させて枠体７や障子９等の掃除
を行う。
【００４６】
　そして、掃除等の終了後に障子９を例えば小開口位置に戻してキー部材６５を離せば規
制ピン４３はコイルばね６８の付勢力で元の位置に戻り、規制ピン４３は開閉カム溝４５
内に挿入される。その後、キー部材６５を９０度回転させて元の位置に戻して引き出せば
嵌合溝６４ａから引き出すことができる（図４（ａ）参照）。
【００４７】
　上述のように本実施形態による縦辷り出し窓１によれば、障子９が小開口の所定開度開
いた状態で、ハンドル３０と操作レバー５０ｂは近接する位置にあるため、操作者は片手
だけでハンドル３０を把持しながら操作レバー５０ｂを操作することができる。そのため
、片手で操作レバー５０ｂを操作して小開口規制アーム４２を規制ピン４３とのロック位
置から解除させると共にハンドル３０で障子９を閉鎖作動できる。
　また、作動部材４８は小開口規制アーム４２の開閉カム溝４５の最奥部に保持された規
制ピン４３の近傍で回転軸４４から離間した小開口規制アーム４２の下部を押動して、規
制ピン４３をロック位置から解除できる。そのため、小開口規制アーム４２の作動に要す
る力が小さくて済むためロックの解除が容易である。
【００４８】
　また、キー部材６５を保持枠６３に装着し回動して引き抜くことで規制ピン４３を開閉
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カム溝４５から離脱させることができて、障子９をより大きく開放作動できる。しかも、
キー部材６５を離すことでコイルばね６８の付勢力によって規制ピン４３を開閉カム溝４
５内に係合する位置に戻すことができて、開閉カム溝４５と規制ピン４３との係脱操作が
容易である。しかも、キー部材６５を用いてことで規制ピン４３の開閉カム溝４５からの
係脱操作を行う人を規制できる。
　しかもキー部材６５によって規制ピン４３と開閉カム溝４５との係脱を切り換えできる
ため、キー部材６５を操作する人を制限してキー部材６５の管理が容易である。
【００４９】
　なお、本発明による縦辷り出し窓１は、上述した実施形態に限定されるものではなく、
本発明の要旨を逸脱しない範囲で適宜の変更や置換等が可能である。以下に、本発明の変
形例等について説明するが、上述した実施形態で説明した部品や部材等と同一または同様
なものについては同一の符号を用いて説明を省略する。
【００５０】
　例えば、上述した各実施形態では縦辷り出し窓１について説明したが、本発明はこのよ
うな構成に限定されるものではなく、横辷り出し窓等の各種の建具のロック解除装置に本
発明を適用してもよい。
　小開口規制アーム４２は障子と枠体のいずれか一方に設置可能であり、規制ピンは他方
に設置可能である。また、小開口規制アーム４２は開口部材に含まれる。
　なお、キー部材６５に代えて適宜の操作部材を規制ピン調整部６４の嵌合溝６４ａに装
着して、規制ピン４３の開閉カム溝４５への挿脱を行うようにしてもよい。
　なお、本発明による縦辷り出し窓１等の建具はビル用に限らず一般住宅用の建具等にも
採用できる。
【符号の説明】
【００５１】
１　縦辷り出し窓
５　縦枠
５ａ　金属縦枠
７　枠体
９　障子
１２、１３　縦框
１９　金属縦框
１９ｃ　枠部
３０　ハンドル
３２　中空ホロー部
３１　スライドバー
３３　中空枠部
４２　小開口規制アーム
４３　規制ピン
４３ｂ　本体部
４５　開閉カム溝
４８　作動部材
５０　解除プレート
５０ｂ　操作レバー
５５　穴部
５６　トリガー部材
６３　保持枠
６４　規制ピン調整部
６４ａ　嵌合溝
６５　キー部材
６７　進退受け部
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